


選 挙 公 報 (2) 

霞生年月日昭和18年5月17日

璽柴田農林高等学校卒

・村田町議会議員(9期）

・村田町議会議長(2期）

•宮城県町村議会副会長

璽仙南議長会会長

●子や孫のために安心して暮らせる

環境づくりに取り組みます。

●長年の議員経験を生かし、 皆様の
声をしつかり町政にお届けします。

●村田町の機関産業である農業振興
に積極的に取り組みます

●企業誘致を推進し、 村田町の発展
を図ります。

さ
い
と
う

ぶ

万
之
亜

ご
挨
拶

こ
の
度
の 、
村
田
町
議
会
議
員
選
挙
に
立
候

補
し
ま
し
た

大
沼

よ
し
た
か

で
す 。

私
が
目
指
す
町
政
へ
の
姿
勢
は
次
の
通
り
で
す 。

「
幸
せ」

を
実
感
で
き
る
町
政
を
！

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

〇

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
「
安
心

•
安
全
・

安
寧」

を
実
感
で
き
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す 。

豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り

0

学
校
跡
地
等
の
利
活
用
に
よ
る

、

新
た
な
公
共
施
設
・

企
業
誘
致
に

よ
る
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す 。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
づ
く
り

0

行
政
と
農
協
の
連
携
強
化
に
よ

る
農
産
物
の
販
売
戦
略
を
構
築
し 、

農
業
所
得
の
増
大
と
安
定
を
目
指
し

増
す。

税
金
の
「
ム
リ
・

ム
ダ」

の
な
い
使
い
道

を
考
え 、

費
用
対
効
果
を
検
証
し 、

効
率

的
な
歳
出
を
図
り
ま
す 。

略

暦

●

昭
和
二
十
六
年
三
月
二
十一
生
ま
れ

●

宮
城
県
柴
田
農
林
高
校
卒

●

宮
城
県
農
協
講
習
所
卒

●

村
田
町
農
協
共
済
部
長

●

み
や
ぎ
仙
南
農
協
金
融
部
長

●

日
本
年
金
機
構
大
河
原
年
金
事
務
所

●

右
同
平
成
二
十
七
年
七
月
退
職

●

右
同
年
村
田
町
議
会
議
員
初
当
選

よ
し
た
か

大

沼

▼
こ
こ
し
ば
ら
く 、
議
揚
に
身
を
置
い
て
い

て
正
体
不
明
の
違
和
感
に
襲
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た 。

特
に
学
校
再
編 、
町
す
く
り
な
ど
の
長
期
ピ

ジ
ョ
ン
の
論
議
で 、
統
合
や
ら
民
活
に
よ
る

合
理
化
が
は
や
り
の
よ
う
に
言
わ
れ 、
町
の

将
来
は
そ
れ
し
か
な
い
と
の
論
調
が
幅
を

利
か
せ
て
い
ま
す 。

し
か
し 、
そ
の
陰
で
忘
れ
ら
れ 、
置
き
去
り

に
さ
れ
そ
う
な
永
遠
の
課
題 、
官
の
ス
リ
ム

化 、
活
性
化
は
そ
の
ま
ま
に
過
ぎ
て
し
ま
い

そ
う
な
の
で
す 。

▼=＿
期
1
2
年 、
議
場
に
あ
っ
て
町
の
後
進

性
に
心
を
痛
め
て
き
ま
し
た 。
そ
し
て
行
き

着
い
た
結
論
は 、
行
政
の
四
年
ご
と
の
不
連

続
性
と
そ
れ
を
補
完
す
べ
き
議
会
力
の
絶

望
的
な
ま
で
の
不
足
で
し
た 。

町
を
二
分
す
る
激
烈
な
町
長
選
挙
の
陰
で 、

ァ
ッ
チ
派•
こ
っ
ち
派
の
し
こ
り
が
四
年
ご

と
に
再
発
掘•
再
生
産
さ
れ
て
近
代
化
の
芽

を
摘
む 。
町
政
交
代
ご
と
に
流
失
す
る
継
続

す
べ
き
そ
れ
を
繋
い
で
い
く
の
は
議
会
カ

な
の
だ
と
知
る
べ
き
で
し
だ 。

▼
学
校
再
編
計
画
の
再
者
を
求
め
る
審
議

で
万
策
尽
き
だ
私
は
『
愚
策』
と
言
う
ん
で

な
い
か
と
発
言
し
て
し
ま
い
ま
し
だ 。
ご
存

じ
の
再
編
計
画
が
現
実
だ
と
し
だ
段
階
で 、

町
内
の
子
育
て
世
帯
の
流
出
が
始
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か 。

は
や
り
の 、
う
わ
っ
滑
り
な
近
代
化
論
議
で

町
の
崩
壊
を
早
め
る
…

そ
れ
を
止
め 、
論
議

を
深
め
て
方
向
を
決
め
る 、
そ
れ
こ
そ
が
議

会
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す 。

さ
と
う
し
ょ
う
り
・
ぅ

佐
藤

正
隆

健
金
な
町
づ
く
り
を
'·

こ
の
度
の
改
選
に
当
た
り
中
山
部
落
会
・
田

辺
部
落
会・
郷
友
会
ほ
か
の
皆
様
よ
り
ご
支

援
を
頂
き 、
三
度
町
政
に
参
画
す
る
事
を
決

意
い
た
し
ま
し
た 。

協
働
の
力
に
よ
り
健
康・
健
全
な
町
づ
く
り

を
目
指
し
活
力
あ
る
地
域
社
会
創
造
の
た
め

町
政
の
伸
展
と
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め 、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
決
意
で
す 。

鈴
木
保
博
の
基
本
政
策

一

将
来
を
担`
2

青
少
年
の
育
成

二

ほ
場
整
備
の
推
進

三

道
路
網
の
整
備

四

高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域
作
り

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す 。

略
歴
等

◎
昭
和
二
十
六
年
三
月

村
田
町
生
ま
れ

◎
昭
和
四
十
四
年
三
月

宮
城
県
柴
田
農
林

高
等
学
校
林
業
科
卒
業

◎
昭
和
四
十
四
年
四
月

大
昭
和
パ
ル
プ

◎
昭
和
四
十
八
年
5

平
成
九
年

造
園
業

勝
楽
園

◎
平
成
十
年
5

現
在

衣
崎
造
園
開
設

◎
平
成
十
七
年
S

平
成
二
十
六
年

J
A
み

や
ぎ
仙
南
青
年
部
部
長

◎
平
成
十
九
年
三
月
S

平
成
二
十
五
年
二
月

村
田
町
農
業
委
員・
職
務
代
理

◎
平
成
二
十
三
年
八
月

村
田
町
議
会
議
員

◎
平
成
二
十
七
年
八
月

柴
田
郡
村
田
町
外

―
町
澄
川
土
地
改
良
区
理
事

●蔵の町並の無電柱化
●道の駅の拡張
●三町合併の見直し

（仙南の中核都市を目差す為）

●豪農の館（周辺の整備）

●旧第4小学校の利用方法
（簡易ホテル ・ アールブイパークの設置）

""''""'"'"'""""'"'"""'"""' 

宮城県立大河原高等学校卒（現在・大商）

今現在 あいやま介護老人福祉施設
メフオス北日本 勤務

私
は 、

み
な
さ
ま
に
灯
り
を
と
も
し
つ

づ
け
る
人
間
で
あ
り
た
い 。

私
を
育
て
て

く
れ
た
村
田
に
感
謝
し
恩
返
し
と
い
う

思
い
で
立
候
補
い
た
し
ま
し
た 。

さ
る
と
こ
ろ
28
年
前
の
出
来
事
で
す 。

村
田
の
議
会
は 、

議
員
の
方
々
の
間
違
っ

た
行
な
い
買
収
と
い
う
こ
と
で
次
々
と
逮

捕
さ
れ
恥
ず
べ
き
悲
劇
の
村
田
で
し
た 。

村
田
の
子
供
達
は
恥
し
い
出
来
事
に
怒

リ
悲
し
み
ま
し
た 。

議
会
は 、

出
直
し

選
挙
と
い
う
事
に
な
り 、

私
は
何
と
か
し

な
く
て
は
と
い
う
気
持
で
選
挙
に
出
馬
し

ま
し
た 。
残
念
な
結
果
で
し
た
け
れ
ど
も 、

あ
の
特
の
村
田
の
小
学
生
が
沿
道
に
並
ん

で 、

手
を
振
リ
『
お
母
さ
ん
が
ん
ば
っ
て 、

お
母
さ
ん
が
ん
ば
っ
て』

と
い
う
声
援
で

す 。

そ
の
時
の
光
景
は
私
の
脳
裏
か
ら
忘

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん 。

あ
れ
か
ら
28
年 、

今 、

尚 、

そ
の
火

種
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
お

り
ま
す 。

絶
対
に
過
ち
は
二
度
と
繰
返
し

て
は
な
り
ま
せ
ん 。

さ

や
ま

狭

山

む
つ
子



(3) 選 挙 公 報

産
ま
れ
育
っ
た

ふ
る
さ
と
村
田
の

活
力
再
生
を

た
し
か
な
力
で

行
財
政
執
努
経
験
と
政
治
経
験

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
洞
察
力
と
先
見
性

そ
れ
を
フ
ル
活
用
で
き
る
豊
富
な
人
脈

安
全

安
心
で

活
力
あ
る

未
来
と
す
る
た
め
に

一 ．

地
域
経
済
の
活
性
化

地
域
産
業
の
振
興・
企
業
誘
致

確
実
な
雇
用
と
創
出
そ
し
て
安
定
を

一
．

子
ど
も
た
ち
の笑

顔
は
じ
け
る
ま
ち
を

教
育・
福
祉
を
充
実
し 、
安
心
し
た
子
育
て

環
境
づ
く
り・・・
少
子
化・
人
口
減
少
対
策

＿
．

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し 、

自
然
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

一 ．

議
会・
行
政
の
緊
張
感
で

真
摯
な
議
論
を

町
の
現
状・
実
態
を
正
し
く
認
識
し
た
上
で 、

正
確
な
議
論
を
通
じ 、
町
民
が
納
得
で
き
る

真
に
効
率
的
な 、
議
会
活
動
と
行
財
政
運
営

行
政
の
透
明
性
を
高
め
る
真
摯
な
議
論
で 、

町
民
主
体
の
町
政
の
確
立
を
1・

「
官
僚
や
議
員
の
常
識」
で
は
な
く

「
町
民
自
線
の
常
識
l

に
よ
る

町
政
の
運
営
へ
と
詑
を
切
り
ま
し
よ
う

園

塵

さ
と
う

皐一

囀

華

奎
写
李

［暉噴乱如瞬鰤碑暉囀a略歴，"""""""""""""""""""''"'·~· んあらか敏 場展口 が働し ）地
1951年12月26 日生 でるれら速

東北外国語専門学校卒 誓第と減私求が支が域令

元会社員（ヤマハ勤務）
／ い議る町な一 ー 活少はめ織 -' '­求ー和

2003年 ク き員よ民＝をて性に ‘ らり ス

町議会議員に初当選
q/ ま活うの汀もに、化伴少れ ｀合め 人の

匡口犀こ
円

［罰罰［言I

さ
さ
ぎ

佐
々
木

じ
ゅ
ん
い
ち

安
全
で
奉
せ
な
村
田
町
を
つ
く
り
ま
す 。

◎

人を
睾
う
賓
心
で
書
亜
豊
か
な

H
財
政
改
軍

＊
企
業
誘
致
に
よ
る
財
源
確
保
と
若
者

の
定
住
促
進

＊
無
駄
を
な
く
し
た
事
業
の
実
施

口
子
育
て
支
握
の
充
実

曰
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
蓋
傭

•
宮
城
県
白
石
高
等
学
校
卒
業

・
酪
農
学
園
大
学
酪
震
学
部
卒
業

•
み
や
き
仙
南
農
業
協
同
組
合

•
宮
城
嘩
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

協
会

会
員

・
三
級
造
園
技
能
土

。
（
株）
宇
沼
林
産
勤
務（
海
岸
防
災
林
植
栽

、

森
林
再
生
事
業
な
ど）

経
歴

＊
生
活
道
路
の
整
備
と
高
田
•

関
場
線

の
南
進
実
現

＊
待
機
児
童
の
解
消
と
安
心
し
て
子
育

て
出
来
る
支
援
体
制
の
構
築

酒
を
5

ロ
』
を
感
じ
る 、

町
づ
く
り
を
民
閏
の
感
覚
で
取
り
線
み

ひ
ろ
し

鈴

木

女性の声を町政に
① 高齢者が生きがいを感じる町づくリを推進します。
② 女性の力で町民主役の町政の実現をはかリます。
③ 教育と福祉の充実で明るいまちづくリを。
④ 子育て支援の充実で若者定着のまちづくリを。
⑤ 村田幼稚園、 村田第二中学校の存続。
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•

•

 

企業感覚を行政・議会に！

住民の皆様の声を行政へ橋渡し

致します。

● 町全体のことを考え、 将来を見

据えた議員活動をします。

広域連携を進めてまいります。

ふるさと「村田」をもっと素晴

らしいふるさととして次世代へ

バトンタッチできる様に活動致

します。

•

•

 

［活力ある村田町へ！］
プロフィ ール

女 昭和 36 年 4 月 6 日生まれ (5 8 歳）

女 白石高校卒・東北学院大学法学部卒

女 眸エスエスワン 代表取締役

女 村田町企業振興連絡協議会 会長

〇さくら青年会議所 2000 年度理事長

0 大河原商業高等学校PTA会長 (1 9 年-2 3) 

敏
明

よ
し
の

プロフィ ール
●昭和27年3月31日生まれ

●宮城県大河原高等学校 卒業
●東北インフォメー ション ・ システムズ株式会社入貰

●宮城県農業大学校 入職
●財団法人村田町ふるさとリフレッシュセンタ ー 入職

●現在 農業に従事

●村田ファミ ーズ会員、J環家組合委員
http:www.masanobu.biz 

QRコ→層員

【ひと】
●子育て支援策の充実を図ります。
●高齢者・障害者の福祉の充実と生活環境の充実を

図ります。

【まち】
●幼稚園や中学校の統廃合の反対｀ 地域に密着した

小中一貫校の推進で健全な子供の育成に努めます。
●通学路や生活道路の整備を行います。

【しこと】
●山林や農業に被害をもたらすイノシシ撲滅の早急な

対応を行います。
●各地域の農業用排水の不自由な箇所の点検と整備を

推進します。
●農業で稼げる環境整備を行います。

届り積でき

助濯らせる

岡づ〈りをします
ま
す。 安

心
•

安
全
な
町
づ
く
り
に
努
め

つ
な
が
り
ま
す
前
進
あ
る
の
み。

地
域
の
豊
か
さ
は
町
の
賑
わ
い
に

現
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す。

実
感
で
き
る
地
域
の
豊
か
さ
の
実

笑

桑
M
・

ウ
ル
マ
ン

そ
の
人
は
い
つ
ま
で
も
青
春
だ

好
奇
心
と
情
熱
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば

青
春
と
い
う
の
は
年
齢
で
は
な
い

｀
芍
登

●
「
こ
ど
も
医
療
費」

の
無
料
化
を
実
現

所
得
制
限
を
撤
廃
し 、

対
象
年
齢
を
1
8
歳

ま
で
引
き
上
け
ま
し
た 。

●
「

町
税
等
の
コ
ン
ピ
ニ
納
付」

を
実
現

●
「
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ」

の
助
成
を
実
現

鶴
蝠
む
つ

お】

【
略
歴】

昭
和
四
十
六
年

柴
田
農
林
姦
校
土
木
科
卒

昭
和
四
十
七
年

東
北
測
砿
高
等
専
門
学
校
卒

竹
中
工
務
店
等
を
経
て 、

昭
和
五
十
二
年

「
菊
地
測
駄
設
計
事
務
所」
を
設
立

平
成
二
十
七
年

村
田
町
議
会
選
挙
初
当
選

議
会
広
報
編
集
審
査
特
別
委
員 、

産
業
建
設
教
育

常
任
委
員
を
歴
任 。
公
明
党
村
田
支
部
長 。

◆
町
の
防
災
減
災
に
積
極
的

に
取
り
緯
み
ま
す。

◆
畜
齢
者
も
安
心
し
て
生
活

出
来
る
町
に
し
ま
す。

◆
教
育
環
境
の
改
善
に

取
り
線
み
ま
す。

は

●
「

幼
保
小
中
学
校
の
全
て
の
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置」

を
推
進

主
な
実
績

疇
螂
む
つ

お
ほ

「
季

乏
0
一
之

雰
手
す
"-」

公
明
党
公
認

き
く
ち霊

む
つ
お

実
現
の
た
め
全
力
で
取
組
み
ま

す。

皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し

ま
す。

町
民
の
皆
様
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を

念
頭
に
『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り』
を
進
め
ま
す。

1、

地
域
が
活
性
化
す
る
ま
ち

●
圃
場
整
備
の
早
期
実
施
に
全
力
で
取

組
み
ま
す。

●
集
落
営
農
組
織
の
早
期
立
ち
上
げ・
担

い
手
の
育
成
に
全
力
で
取
組
み
ま
す。

●
住
民
協
働
に
よ
る
有
害
鳥
獣
被
害
軽

減
対
策（
メ
ッ
シ
ユ
柵
設
置）
の
推
進
に

全
力
で
取
組
み
ま
す。

●
隣
接
市
町
と
の
連
携
を
進
め
ま
す。

1、

少
子
高
齢
化
対
策

●
子
ど
も・
高
齢
者
が
集
え
る
陽
だ
ま
り

広
場
の
整
備
拡
充
に
全
力
で
取
組
み

ま
す。

●
子
ど
も・
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

（
通
園
通
学
時
の
安
全
対
策）
拡
充
を

全
力
で
進
め
ま
す。

●
若
者
の
定
住
化
を
促
進
し
ま
す。

1、

教
育
環
境
整
備

●
「
学
校
教
育
環
境
の
基
本
的
な
考
え

方」
の
提
言
に
よ
る
地
域
住
民
と
P
T

A
と
の
合
意
形
成
を
確
実
に
進
め
ま

す。
●
文
化
活
動
の
充
実（
地
域
に
残
る
芸
術

文
化
の
積
極
的
な
保
存
進
め
ま
す）

え
ん

ど
う

み
の
る

ら
遠
藤

実

（
六
十
九
歳）


